
乾電池 くみを

ょ

［対象：小学校3学年以上］

＊ねらい レモンに二つの金属をさし、 線で
結ぶことにより電気の流れがつくれること
や、ボルタの電池で電池のしくみを調べた
りして、いろいろな電池についての用途や
原理を知らせる。

［準備物］

・レモン2個。エナメル線(15cmを3本）

• 紙やすり

。銅板（縦5 cm横1cm位を3枚）

。亜鉛板（ ！］ ） 

• 発光ダイオ ー ド（赤1個）

・ボ ール紙の筒（ラップの芯など）

。筒の円に合わせた円形ボール紙

。 コンパス

・ セロハンテ ー プ

1 . レモン電池を作る

( 1)銅板と亜鉛板をエナメル線でつなぐ。

O紙やすりで、 長さ15cmのエナメル線3本の両喘

のエナメルを 1cmはがす。

〇エナメル線の両端に、 図のように銅板と亜鉛板

をセロハンテ ー プでとめる。

03本の線の内1本を中心で切り、 切ったところ

のエナメルをはがす。

1 cmはがす

セロハンテープ

(2)発光ダイオ ー ド筒を作る

Oレモン電池では、 発生する電流が弱いので、 ま

わりを暗くしてダイオ ー ドで調べる。

O図のように、 ボール紙の筒の下をコンパスの先

で2つ穴をあけ、 ダイオ ー ドの2つの足を内側

からこの穴にさす。

発光 ダ イ オ ド
/
 

/
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0ダイオ ー ドを内側からセロ ハ ンテ ー プで固定す

る。

0円形ボール紙で底にふたをし、 セロ ハ ンテ ー プ

ですきまのないようにしっかりとめる。

0筒の外に出ているダイオ ー ドの長い方の足に、

銅板のついたエナメル線をつなぎ、 短い方には

亜鉛板のついたエナメル線をつなぐ。

・ダイオ ー ドの足は、 ハ の字型に開いておくとつ

なぎ安い。
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